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 作家の広瀬隆さんが「日本の原子

力発電所でテロ対策は可能か？」と

題して 5月 27日、警鐘となる文章を

発表されました。大変参考になる内容ですの

で、上中下で連載させていただきます。 

「同時多発テロ」の記憶 
2001年 9月 11日に、ニューヨークの世界

貿易センタービルに２機の航空機が突っ込ん

で双子ビルがガラガラと崩壊し、国防総省

（ペンタゴン）にも攻撃が加えられた事件

は、誰でもご記憶であろう。 

この事件そのものは、実際には「テロ」で

はなく、アメリカ合衆国が中東～アジアで犯

してきた犯罪行為に対する因果応報と言うべ

き出来事であったが、結果としては、誰が、 

予期していなかった悲劇として、わが国では

「同時多発テロ」と呼ばれてきた。 

  このような攻撃が、テロとして予期せず、

原子力発電所に加えられないか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  もし攻撃が加えられた場合に、原発が大事

故を招かないように適切な対策がとられてい 

るかどうかが、今頃になって原子力規制委員

会で議論されている。そしてすでに原発を稼 

働してしまっている九州電力・関西電力・四

国電力の電力会社が、テロ対策の工事を完了 

していないので、近く運転停止を余儀なくさ

れるだろうとの、驚くべきマスコミ報道がお 

こなわれてきた。  

今頃に規制庁が議論 
 「今頃になって」というのは、玄海原発・川

内原発・大飯原発・高浜原発・伊方原発がテ

ロ対策の工事を完了せずにすでに運転中であ

るという意味だと思われるだろうが、それだ

けではない。これらの原発が再稼働に踏み切

る前に、われわれが原子力規制庁に出向い

て、「テロ対策をとること

は不可能である」という説

明のプレゼンテーションを

おこないながら、それを

まったく無視して原発の運

転を許可したのが、規制委

員会と規制庁の無責任で、

無知な組織だ、という意味

である。  

よって、その説明を改め
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てここにすべての日本人向けにお伝えする。  

墜落事故は原発の弱点 
 2001年のニューヨーク世界貿易センタービ

ル崩壊事件は、航空機を利用した攻撃であっ

た。そして、原子力発電所の最大の弱点は、

航空機が突っこむ墜落事故である。なぜな

ら、原子力発電所が大地震に襲われた場合を

考えると、建屋の重い屋根が崩落して原子炉

の上に落下すれば、たちまち末期的大事故に

なるので、原子力発電所は建屋の屋根を軽く

するようにつくってあるからである。軽いと

は、天井が弱くできている、という意味であ

る。2011年の福島原発事故の水素爆発で、建

屋が簡単に吹き飛んだのはそのためである。    

頻繁な航空機事故 
 したがって、別にテロ攻撃がなくとも、通常

の航空機事故が原子力発電所の上空で起これ

ば、原発はそれで一巻の終りとなる運命にあ

る。このことを実証したのが、1988年 6月 

25日に、米軍の大型ヘリ(30㌧)が愛媛県伊方

原発のすぐ近く＝800ｍのところに墜落した事

故であった。この時、伊方原発は、かろうじ

て助かったが、この墜落事故１年後にも原発

から 30㎞程度しか離れていない野村ダム近く

に米軍ジェット機が墜落し、1994 年にも愛媛

県と高知県の県境近くの早明浦ダム湖に米軍

ジェット機が

墜落し、さら

に 1999 年にも

米軍ジェット

機が高知県沖

に墜落した。

日本中の原発

は、このよう

な米軍機の訓

練ルートの至

近距離にあ

る。航空機事

故はすべてが

「想定外の事

故」なので、

場所を選ばず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこでも起こるものである。その訓練ルート

を今、超危険な「オスプレイ」が飛行してい

るのだから、今日までその種の末期的事故が

起こらなかったこと自体が不思議であった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

牛久史談会 
フィールドワーク 

 

 

 

 

 

 

 牛久史談会は５月、年１回のフィールド

ワークとして明治と｢宗谷｣を訪ねました。 

 牛久市のバスで一路、外苑の聖徳記念絵画

館へ。ここは、明治維新と明治天皇を美しく描

くために、当時一流の画家を集めて日本画 40

点・洋画 40 点の計 80 点を、当時一流の画家

に描かせたもの。横山大観などは断ったそう

です。イチョウ並木は、遠近法が用いられ、絵

画館が実際より遠くに見えます。 

 「宗谷」は 1956年、わが国初の南極観測船

として、当時「未知の大陸」と呼ばれた南極へ

行き、苦難の末、南極観測を成功に導いた船。 

建造されたのは 1938年で、ソ連向けの耐氷型

貨物船(船名ボロチャエベツ)として進水しま

した。そして「地領丸」(貨物船)の名で竣工。

「宗谷」となるのは 1940年に海軍に所属し、

特務艦(南方測量業務)となってからです。 


